


































5. 誘起蛍光法（LIF 法、 Laser Induce Fluorescn Method ）を用い、ピストンとシリンダ
間の潤滑油油膜の挙動と厚さを同時に計測した結果を述べる。
6. デジタル高速度カメラの使用によって潤滑油油膜の連続的な撮影を行い、時間経過に沿った






























たので、全体的な潤滑油油膜の挙動には、大きな差異はなかったo しかし、瞬間的な油膜の動き （ 
には差異が見られ、さらなる研究の必要性を示した。
審査結果の要旨
本論文は往復動機関の振動・騒音の主原因のひとつとして知られるピストンスラップ現象とそ
れを惹起するピストンの2次運動、ピストン潤滑に関する長年の研究をまとめたものである。
前半では往復動機関のピストン2次運動に関する理論式を展開し、それを用いて数値シミュレ
ーションを行い、実験による各種計測結果との比較を実施して、その理論と数値シミュレーショ
ンの妥当性を示すと共に、ピストン・シリンダ隙間に形成される潤滑油膜の影響の重要性を明ら
かにした。
後半では潤滑油膜の動的挙動予測を数値シミュレーションによって実施して得られた研究成果
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を示すと共に、レーザー誘起蛍光法による油膜厚さ計測をピストンスカート部の広い範囲につい
て実施して、潤滑油の動的挙動を明らかにした。これは他の研究者らによる同種の研究が点測定
あるいは線上の測定に比べて、本方法が面測定であるために潤滑油の動的挙動の理解に優れてお
り、高く評価できる。また、この潤滑油の動的挙動の理解は、往復動機関からの排気ガス汚染原
因のひとつでもある潤滑油の気筒内混入を低減するための環境汚染対策の視点でも重要であるこ
とから、この成果は重要である。
以上，本論文は往復動機関のピストン 2次運動に及ぼす各種設計パラメータ・運転パラメータの
影響をあきらかにし、実用往復動機関のピストン設計に重要な指針を与えたのみならず、これま
で未解明の複雑な隙間内の潤滑油の分布とその挙動に関して新しい知見を与え、これからの往復
動機関の設計に大きな実用的貢献をしたことは高く評価でき、博士（工学）の学位論文に値するもの
と認められる。
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